
正しく知ろう！食物アレルギー

• 原因、症状（アナフィラキシー）、診断、治療

• 加工食品のアレルギー表示

• 園・学校における食物アレルギーの理解と対応



加工食品のアレルギー表示

• ２０１５年４月１日に「食品表示法」（消費者庁）が施行

• 食品安全衛生にかかわる「食品衛生法」（厚生労働省）、商品
選択にかかわる「JAS法」（農林水産省）、健康増進にかかわ
る「健康増進法」（厚労省）、以上３つの法律の食品表示に関
係した部分が一元化された

• 猶予期間が５年間と長いため賞味期間を考慮すると２０２２年
ごろまで、新表示と旧表示が混在



正しく知ろう！食物アレルギー

• 原因、症状（アナフィラキシー）、診断、治療

• 加工食品のアレルギー表示

• 園・学校における食物アレルギーの理解と対応



園・学校における食物アレルギーの理解と
対応

①食物アレルギーに基礎知識を知っておく。

②安全な学校生活を送るために、各部署と連携し
必要な情報を共有する

③対応が必要なケースを具体的に想定して対応す
る

④教職員の誰もが緊急時に適切に対処できるよう
にする。



給食開始までの流れ

就園・学前健診：アレルギー調査

生活管理指導票の配布・提出

個別面談

食物アレルギー対応委員会

給食開始

主治医

給食センター





学校生活管理指導票の注意点（費用が発生します）

✓ アナフィラキシーの あり なし
アナフィラキシーを過去におこしたことがある生徒

は、 また起こす可能性がある
気管支喘息があるとアナフィラキシーをおこし

やすい

✓ 緊急時備えた処方薬
エピペン
アナフィラキシーを現在もおこす

✓ [診断根拠]
①明らかな症状の既往
②食物負荷試験陽性
③IgE抗体等検査結果陽性
すべての食物に③だけが、記載されている場合は注

意





幼稚園・保育園の給食管理の特徴

・未摂取の食品が存在する(未確定）
摂取そのもの、負荷試験施行で

きない
・アレルギー用ミルクを飲んでいる児がい
る
・上手に食べられない
・指示書に記載（ほぼ使用可能な場合が多
い）
卵殻カルシウム
乳糖
醤油、酢、麦茶
大豆油、醤油、味噌
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給食後に牛乳パックを洗浄する学校の割合（％）

幼稚園 小学校 中学 高校 特別 岐阜県全体
支援学校

46.3% 

牛乳パックを洗浄する小学校は5割以上である。





おとまり保育は？



園児はアナフィラキ―をおこしやすい
年齢である



学校給食での食物アレルギー対応の実際

学校給食での食物アレルギー対応は、レベルごとに、以下のように大別され
る。

○レベル1：詳細な献立表対応
学校給食の原材料を詳細に記入した献立表を家庭に事前に配布し、それを基

に保護者や担任などの指示もしくは児童生徒自身の判断で、学校給食から原因
食品を除外しながら食べる対策。すべての対応の基本であり、レベル2以上で
も詳細な献立表は提供すること。
○レベル2：一部弁当対応
普段除去食や代替食対応をしている中で、除去が困難で、どうしても対応が

困難な料理において弁当を持参させる。
○レベル3：除去食対応
申請のあった原因食品を除いて給食を提供する。

○レベル4：代替食対応
申請のあった原因食品を学校給食から除き、除かれることによって失われる

栄養価を、別の食品を用いて補って給食を提供する。

新年度の学校給食における食物アレルギー等を有する児童生徒等への対応等につい
て

文部科学省 事務連絡
平成25年3月22日



献立と細目表から
保護者が除去する
食品をチェックする

麦ごはん？



No.11 小学校 中学校 No.8 小学校 中学校 No.3 小学校 中学校 No.6 小学校 中学校

＜米飯＞ 176 242 ＜食パン＞ 91 119 ＜米飯＞ 176 242 ＜米飯＞ 176 242

＜牛乳＞ 206 206 ＜牛乳＞ 206 206 ＜牛乳＞ 206 206 ＜牛乳＞ 206 206

＜厚焼き卵＞ ＜ハムカツ＞

厚焼き卵 50 60 ハム 25 40 むきえび 20 26 サラダ油 0.5 0.7

小麦粉 6 10 調味酒 0.2 0.26 にんにく 0.2 0.28

＜磯錦＞ パン粉 8 12 あさり 10 13 しょうが 0.5 0.7

大豆 10 12 油 3 5.2 調味酒 0.2 0.26 県産豚肉 40 56

砂糖 1 1.2 ケチャップ 2.5 3 サケフレーク 20 26 たまねぎ 10 14

しょうゆ 1 1.2 ウスターソース 2.5 3 たまねぎ 20 26 キャベツ 20 28

にんじん 10 12 サラダ油 0.5 0.65 本みりん 2 2.8

ちくわ 5 6 ＜ボイルキャベツ＞ 洋風スープの素 0.3 0.39 しょうゆ 4 5.6

くきわかめ 10 12 キャベツ 35 42 塩 0.1 0.13 砂糖 1 1.4

砂糖 0.6 0.72 こしょう 0.02 0.03 チンゲンサイ 15 21

しょうゆ 1 1.2 ＜野菜スープ＞

たまねぎ 15 18 ＜カラフルポテト＞

＜味噌汁＞ にんじん 10 12 サラダ油 0.5 0.65 サラダ油 0.5 0.6

たまねぎ 15 18 じゃがいも 20 24 にんじん 5 6.5 つきだしこんにゃく 20 24

じゃがいも 30 36 ホールトマト 20 24 グリンピース 5 6.5 油揚げ 2 2.4

油揚げ 2 2.4 洋風スープの素 1 1.2 ホールコーン 5 6.5 にんじん 8 9.6

豆腐 20 24 塩 0.4 0.48 洋風スープの素 0.3 0.39 沢あざみ 15 18

けずり節 1.5 1.8 こしょう 0.01 0.02 じゃがいも 40 52 砂糖 1.2 1.44

赤みそ 10 12 パセリ 1 1.2 塩 0.2 0.26 調味酒 2 2.4

さやえんどう 3 3.6 こしょう 0.01 0.02 しょうゆ 2.5 3

＜ミニゼリー＞

＜オレンジ＞ ミニゼリー 22 44 ＜豆のスープ＞ ＜すまし汁＞

オレンジ 30 40 ベーコン 5 6 干しいたけ 0.5 0.6

たまねぎ 15 18 えのきだけ 7 8.4

＜ふりかけ＞ キャベツ 25 30 豆腐 20 24

ふりかけ 2.8 2.8 大豆 5 6 けずり節 1.5 1.8

枝豆 5 6 塩 0.4 0.48

洋風スープの素 1 1.2 うすくちしょうゆ 2 2.4

塩 0.3 0.36 うずら卵 20 24

こしょう 0.01 0.02 ほうれん草 10 12

パセリ 1 1.2

＜ヨーグルト＞

ヨーグルト 80 80

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

エネルギー（Kcal） 646 794 エネルギー（Kcal） 615 808 エネルギー（Kcal） 665 820 エネルギー（Kcal） 606 766

たんぱく質（ｇ） 26.1 30.5 たんぱく質（ｇ） 23.1 29.4 たんぱく質（ｇ） 26 31.5 たんぱく質（ｇ） 25.4 31.6

脂質（ｇ） 17.4 19.4 脂質（ｇ） 18.6 23.9 脂質（ｇ） 16.6 18.7 脂質（ｇ） 17.9 21.1

食塩相当量（ｇ） 2.9 3.5 食塩相当量（ｇ） 3.4 4.4 食塩相当量（ｇ） 1.8 2.4 食塩相当量（ｇ） 2 2.5

＜シーフードライス＞ ＜豚肉のスタミナ焼き＞

＜沢あざみのきんぴら＞

鶏卵、牛乳
が使用され
ている食品
は多くない。
表示の仕方
は、厚焼き
玉子、錦糸
卵、液卵な
どさまざま。

献立細案



レベル１．詳細な献立表対応



学校における食物アレ
ルギー対応の手引き
岐阜県教育委員会より

配膳時の誤食が多い







アレルギー疾患対応資料（DVD）映像資料及び研修
資料

平成27年3月

学校におけるアレルギー疾患対応資料映像資料（※YouTubeのページへリンク）
学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な考え方 （PDF:1494KB）
学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な考え方（※YouTubeのページへリン
ク）
食物アレルギーに関する基礎知識 （PDF:1506KB）
食物アレルギーに関する基礎知識（※YouTubeのページへリンク）
学校生活上の留意点（食物アレルギー・アナフィラキシー） （PDF:772KB）
学校生活上の留意点（食物アレルギー・アナフィラキシー）（※YouTubeのページ
へリンク）
緊急時の対応 （PDF:1788KB）
緊急時の対応（※YouTubeのページへリンク）

お問合せ先

スポーツ・青少年局学校健康教育課
保健管理係
電話番号：03-5253-4111（内線2976）

文部科学省食物アレルギー疾患対応



症状出現時

•抗ヒスタミン剤（ザジテン、ケトチフェン、
アレグラ、アレジオン、ジルテック）

•ステロイド（プレドニン、リンデロンシ
ロップ）

•気管支拡張薬（メプチン吸入）

•エピネフリン自己注射（エピペン）

•下肢を挙上する（バスタオルなどをはさ
む）



エピペンの使用法



岐阜県
学校における食
物アレルギー対
応

で検索



東京都 食物アレルギー緊急時対応マニュアル



５分ごとに症状
をチェックする



まとめ 1

• アレルギー反応は 「抗原ーIgE抗体ー肥満細胞」が

基本の病態である

• 血液検査はあくまでも参考、負荷試験が重要

• アナフィラキシーはすぐに対応が必要

• 食物アレルギーの治療は、必要最低限の除去食療法が

基本である

• 食べられる範囲を見極めて食べる



まとめ 2

・食品表示について理解する

・食物アレルギーに対しては、生活管理指導票に基づ
いた個々の児童に対するきめの細かい対応を行う
（園/学校全体で対応する）

・アナフィラキシー症状が誘発された場合は、役割分
担を行い、チームとして対応する

・エピペンの適応を十分に理解する


